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1. 概要/Outline 

社会内部における貨幣・信用の生成と展開を研究するうえで、近世日本の貨幣史は稀有の

材料を提供する。中央政府が発行する金属貨幣とともに、200 を超える地方領主等が紙幣を

発行し、これが地域内で流通するシステムが 200 年以上継続した。しかし、資料が複数の

機関に分散して所蔵され、包括的なデータベースが整備されていないこともあり、その発

行・流通形態についてはなお不明な点が多い。本データベースでは、各機関に所蔵されてい

る当該期の紙幣に関する情報を横断的に検索・利用できるようにすることを目指す。その際、

テキスト情報にとどまらず、テキスト情報だけでは得られない実際の流通状況や偽造防止

技術などの情報が明らかとなる画像情報をあわせて公開する。 

 本データベースの構築により、近世日本における紙幣の発行・流通実態の体系的な理解を

得るための基盤が整備され、日本の貨幣・金融史研究の格段の進展が見込まれるほか、海外

や近代との接続・比較、計量経済学的分析など、時代や地域、研究分野を超えた研究の新た

な展開が期待される。 

 メタデータならびに画像データともに、ストレージとしては、早稲田大学リポジトリを利

用し、メタデータの項目検索ならびに画像データのアクセス（閲覧、ダウンロード）のため

の検索システムとして、東京大学経済学図書館のシステムを利用する。早稲田大学リポジト

リ、東京大学経済学図書館の古貨幣・古札統合データベースともにアクセス制限はなく、日

本国内ならびに海外から自由にアクセスが可能である。 

 

2. 現在公開中のデータ/Currently available data 

◆ 日本銀行貨幣博物館所蔵藩札等/Notes issued by domains and other issuers, collections 

of the Currency Museum, the Bank of Japan: 

国別・藩別一覧表/Listed by province and domain: http://hdl.handle.net/2065/00073098 

資料に関する問い合わせ先/Inquiry about materials: https://www.imes.boj.or.jp/cm/ 

検索システム：東京大学経済学図書館 古貨幣・古札統合データベースシステム/Search 

engine: https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000381kahei 

 

* 資料画像を使用する場合には、資料の所蔵機関に直接お問い合わせください。 

* If you would like to use any of the material from this database in your publication or website, 

please consult with the Currency Museum: https://www.imes.boj.or.jp/cm/ 
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3. 公開状況等 

 2018年度の研究成果公開促進費（課題番号：18HP8038、代表：鎮目雅人）により撮影・

入力したデータの公開を 2019 年 2 月より開始し、2019 年 2 月時点で藩札 3,050 点（表裏

6,100 カット）の画像ならびにメタデータを早稲田大学リポジトリ上で公開した。続いて、

2019 年度の研究成果公開促進費（19HP8033、代表：鎮目雅人）により撮影・入力したデー

タを 2020 年 3月に追加公開し、2020 年 3 月時点で藩札・私札等あわせて 10,109 点（表裏

20,218 カット）の画像ならびにメタデータが早稲田大学リポジトリ上で公開されている。

公開に当たっては、資料の撮影に関し所蔵先である日本銀行金融研究所貨幣博物館の全面

的な協力を得た。また、所蔵先が保有するテキスト情報と資料現物の券面情報とのチェック

は、渡邉綾華、金久保拓未、前田理志が担当した。 

 2020 年度中に、私札等約 6,500 点の追加公開を予定している（研究成果公開促進費、課

題番号：20HP8030、代表：鎮目雅人）。 
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